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【検討経過】

平成24～26年度 道総研重点研究

檜山沿岸域で、13世紀頃および1741年の津波堆積物を発見。

上記２つの古津波について、奥尻島・北海道本島のいずれの

地点においても、1993年北海道南西沖津波を上回る規模が示

唆された。

平成27～29年度 道総研重点研究

津波シミュレーションと、津波堆積物等を用いた検証による古

津波像の解明（熊石～松前までの広い範囲の浸水実績を高精

度で復元）
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【津波シミュレーション】

1741年の津波は渡島大島の山体崩壊起源

→山体崩壊を復元・津波を生起（地すべり・津波統合シミュレーショ

ンモデルを適用）

 13世紀頃の津波は地震性であると推定

※後志トラフ・日本海盆東縁に地震性タービダイトが堆積

※奥尻島の陸上で大規模地すべりが発生

→奥尻島の南側に波源を想定（国の『日本海における大規模地震

に関する調査検討会』に示されたF17断層モデルを選定）
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【既往津波の津波高】

川上ほか（2017 地質学雑誌）より

F17
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断層モデル L=135km、すべり量12 m （国のモデル）

断層モデル L=111km、すべり量15 m 断層モデル L=94km、すべり量21 m

断層モデル L=104km、すべり量18 m （採用したモデル）

【断層モデルの決定】12モデルを検討し、津波堆積物の分布と最もよく合致するモデルを選定
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1993 Mw 7.8 (Tanioka et al., 1995)

12th Mw 7.9 (This study)

1983  Mw 7.8 (Satake, 1989)  

【13世紀の津波の波源モデル】

： 津波堆積物

確認地点

12th

1993

1983
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：津波堆積物 確認地点（既知）

：津波堆積物 確認地点（新規）

×

浸水深

(m)

浸水深
(m)

乙部町姫川

江差町五厘沢

江差町砂坂

【津波堆積物による検証】
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：地形判読による

堆積範囲

：地形判読による

崩壊範囲

計算による崩壊堆積物の厚さ分布

• 崩壊土量 = 2.2 km3

• 地すべり底面の内部

摩擦角= 2.5°

• 崩壊土はゆっくり斜面

をすべり, 約15分で

停止 (堆積) する.
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: 津波堆積物

：計算

：歴史記録
（今村・松本，1998；都司ほか，2002）

津波の高さ (m)

信頼度A～B（20地点）の記録

K = 1.04, κ = 1.39

信頼度A～C（67地点）の記録

K = 0.93, κ = 1.53

(相田, 1977の計算法による，歴史記録

の信頼度は東北大学災害国際研究所

津波痕跡DBによる)
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歴史記録（津波高（標高）を表示）

確実度の高い堆積物

確認地点（標高を表示）

堆積物がないことを

確認した地点

調査不適地

【公開データの概要】
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津波堆積物調査データ
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浸水計算データおよび歴史記録データ
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浸水計算結果（松前）

1000 m
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浸水計算結果（上ノ国）

1000 m1000 m

14



浸水計算結果（江差）

1000 m 15



浸水計算結果（乙部）

1000 m
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浸水計算結果（熊石）

1000 m
1000 m
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浸水計算結果（せたな）

1000 m

2000 m
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浸水計算結果（奥尻）

1000 m
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【検討経過】

平成24～26年度 道総研重点研究

檜山沿岸域で、13世紀頃および1741年の津波堆積物を発見。

上記２つの古津波が、奥尻島・北海道本島のいずれの地点に

おいても、1993年北海道南西沖津波を上回る規模の可能性。

平成27～29年度 道総研重点研究

津波シミュレーションと、津波堆積物等を用いた検証による古

津波像の解明（熊石～松前までの広い範囲の浸水実績を高

精度で復元）

３月末には道総研のWEBサーバーから公開予定です。
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